ルネサンスのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(グラツ),優)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ィア),美)「ラファエロ展」
上野・国立西洋美術館　（期間13.3.2～6.2）
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　聖母マリアとキリストを愛らしく描いたことから“聖母子の画家”として知られる「ラファエロ展」が東京・上野公園で開催され大変好評の様相である。
ラファエロ（Raffaello：1483～1520）は、イタリア・ルネサンスを完成させ、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ミケランジェロとともに“ルネサンスの三大巨匠”であると称されている。

　本展覧会は、ウフィツィ、ルーブル、プラド美術館など世界の有名美術館からラファエロの油彩と素描作品「20点ほど」を集結したもので、長年、美術の手本とされていた画伯の傑作の数々を堪能できる格好の機会であるといえよう。
　目玉の展示品は、フィレンツェ初期代表作で本邦初公開の「大公の聖母」（1505年頃）（写真）で、わずかに背を傾けたまま静かに立つ聖母の姿が、優美・甘美と賞賛され、闇に浮かび上がる像の姿として描かれている。この穏やかで優しい表情は、実に気品に溢れており、じっと見つめていると時の過ぎるのを忘れるほどで必見の価値がある作品である。また、展示作品の「エゼキエルの幻想」「無口な女」（ラ・ムータ）「自画像」なども画伯の見逃せない傑作である。
　

　

